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新中川の橋 

・上一色橋：昭和42年(1967)蔵前橋通りに架橋。 

・上一色中橋：昭和31年(1956)に架橋。平成25年(2013)に現在の橋に架け替えられました。 

・辰巳新橋：昭和31年(1956)に架橋。同41年(1966)に歩道部分が拡幅され、平成6年(1994)

に現在の橋に架け替えられました。特長は、アーチの美しさと、車道より歩道の方が広く

なっていることです。                  

・小岩大橋：千葉街道が新中川を渡る橋で、昭和28年(1953)に架けられました。平成元年

(1989)に改修されています。 

・松本橋：昭和31年(1956)架橋。昭和45年(1970)に歩道部分を拡幅。 

・鹿骨新橋：平成7年(1995)架橋。 

・鹿本橋：昭和30年(1955)架橋。同44年(1969)に歩道部分を拡幅。 

・大杉橋：昭和36年(1961)架橋。同49年(1974)に歩道部分が拡幅され、平成6年(1994)に

現在の橋に架け替えられました。橋の名前でもある、大きな杉の木をデザインに取り入れ

ています。 

・一之江橋：昭和34年(1959)京葉道路に架橋。 

・新椿橋：昭和35年(1960)椿橋架橋。平成9年(1997)に架け替えられました。 西側から見た辰巳新橋 



 

・南椿橋：昭和56年(1981)に、椿橋(現在の新椿橋)の南側に架橋。 

・春江橋：昭和35年(1960)に架橋。 

・涼風橋：補助288号が新中川を渡る橋で、平成17年(2005)に架橋されました。 

・明和橋：昭和34年(1959)架橋。同45年(1970)に歩道部分が拡幅され、平成4年(1992)に

現在の橋に架け替えられました。門をイメージしてデザインされています。 

・瑞江大橋：昭和35年(1960)今井街道に架橋。 

・新今井橋：新大橋通りが新中川を渡る橋で、平成9年(1997)に架橋。    

・瑞穂大橋：昭和37年(1962)今井水門の隣に架橋。平成23年(2011)に現在の橋に架け替え

られました。 

新川の橋 

・新川口橋：鉄橋で、昭和2年（1927）に架けられました。逆井橋
さかさいばし

につぐ、区内二番目の賃取橋
ちんとりばし

でした。同45年(1970)に架け替えられています。 

・新川大橋：環七通りが新川を渡る鉄橋で、昭和46年(1971)に架けられました。 

・新川橋：区内初の鉄橋で、大正5年(1916)に架橋。その後、西側は同35年(1960)、東側

は昭和49年(1974)に架橋され、平成23年(2011)に現在の橋に架け替えられました。 

・三角橋：平成12年(2000)に 西図書館のそばに架けられました。 

・新渡橋：昭和19年(1944)に木造で架けられ、同44年(1969)に鉄橋になりました。平成12

年(2000)、現在の橋に架け替えられました。 

・宇喜田橋：船堀街道が新川を渡る橋で、昭和15年(1940)に木造で架橋。初めの頃は賃取

橋でした。昭和32年(1957)に日本最初の鋼床板橋
こうしょうばんきょう

に架け替えられました。 

・西水門橋：平成19年(2007)、中川堤防の道路(特例都道新荒川葛西堤防線)に新たに架橋

されました。 

 

東岸から見た明和橋 

東岸から見た明和橋 


